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人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞

　
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
必
要
性

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大

会
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
作
文
委
員
会
賞
】　
　
　
　
　
　

　
林
谷
 美
紀
（
二
中
１
年
）

問
合
せ
　
総
務
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
０
５
０
１

暮
ら
し
の
情
報

消
費
者
を
守
る
法
律
が
強
化

さ
れ
、 
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
次
々
に
高
額

商
品
を
売
り
つ
け
る
な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

利
用
し
た
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人
が
増
え
、
迷
惑
メ
ー
ル

な
ど
新
た
な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
特
定
商
取
引
法
と
割
賦
販
売

法
が
平
成
　
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、
昨
年
　
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

２０

１２

主
な
改
正
点

　
○
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
に
関
し
て
は
、
原
則
す
べ
て
の
商
品
・
役
務

が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
対
象
に
な
り
ま
し
た
。（
他
の
法
律
で
規
定
さ
れ

て
い
る
取
引
、
葬
儀
、
乗
用
車
、
消
耗
品
な
ど
は
除
外
）

　
○
「
契
約
し
な
い
」
と
い
う
意
思
表
示
を
し
た
消
費
者
に
対
し
て
、
再
勧
誘

す
る
こ
と
は
禁
止
。

　
○
日
常
生
活
で
必
要
な
量
を
著
し
く
超
え
る
商
品
を
訪
問
販
売
で
契
約
し

た
場
合
、
契
約
後
1
年
間
は
原
則
解
除
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
○
過
量
販
売
や
虚
偽
説
明
に
よ
る
契
約
を
、
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ん
で
結

ん
だ
場
合
に
は
、
解
約
と
同
時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
既
に
支
払
い
済
み

の
お
金
の
返
還
請
求
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
○
通
信
販
売
の
広
告
に
返
品
可
否
の
表
示
が
な
い
場
合
は
、
商
品
受
け
取

り
後
8
日
間
は
送
料
消
費
者
負
担
で
返
品
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
○
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
受
信
を
あ
ら
か
じ
め
承
諾
し
な
い
消
費
者
へ
の
送
信

が
原
則
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
▼
瑞
穂
町
消
費
者
生
活
相
談
窓
口
　
始
５
５
７
―
７
６
３
３（
毎
週
火
・
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
）※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

３０

　
▼
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
始
　（
３
２
３
５
）１
１
５
５（
月
～
土
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

０３
※
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

冬のライフスタイル実践キャンペーン　３月３１日まで　～地球の温暖化を防止しよう～
　寒かったら、もう１枚。暖房の設定温度は２０℃に。
問合せ　生活環境課　始５５７―０５４４

幼児の保護者の皆様へ
「幼児２人同乗用自転車」を安全に利用し
ましょう

　東京都道路交通規則の一部改正により、平成２１年７月
１日から、１６歳以上の方が安全基準を満たした「幼児２人
同乗用自転車」を運転する場合は、その幼児用座席に幼児
（６歳未満の子ども）２人を乗車させることができるよう
になりました。
　ただし、幼児２人を乗車させている場合は、さらにおん
ぶひもなどで幼児を背負って運転することはできません。
　幼児２人同乗用自転車とは、運転者のための乗車装置
と二つの幼児用座席を設けるために、必要な強度、制動性
能等の要件を満たす特別の構造または、装置を有する自
転車のことです。「ＪＩＳ」「ＢＡＡ」「ＳＧ」など、自転
車の車体の安全性を示すマークが付いたものを使用する
ようにしましょう。
問合せ　地域振興課　始５５７―７６１０

登録はお済みですか。災害情報、不審者情報などの
メール配信サービス

　町では、登録された方の携帯電話やパソコンに火
災などの災害情報や不審者情報などの防犯情報、イ
ベントなどの行政情報を電子メールで配信していま
す。ご希望の方は、登録してください。
登録方法　次のメールアドレスに空メールを送信

し、返信メールから登録してください。
（ＱＲコードもご利用ください）

※各情報をご希望の方は、それぞれ登録が必要です。

葛災害情報のメールアドレス
　mizuho.saigai@mpme.jp

葛防犯情報のメールアドレス
　mizuho.bouhan@mpme.jp

葛行政情報のメールアドレス
　mizuho.gyousei@mpme.jp

つけましたか？住宅用火災警報器

　平成２２年４月１日からすべての住宅に
火災警報器の設置が必要です。
　火災を早期に発見することで初期消火や
通報などの行動が早まり、近隣への延焼被
害も軽減します。
　大切な家族や財産を守るため、早期に設置しましょう。
問合せ　福生消防署警防課　始５５２―０１１９

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　
訪
問
販
売
な
ど
特
定
の
取
引

方
法
で
消
費
者
が
契
約
し
た

場
合
に
、
契
約
後
に
冷
静
に

考
え
直
す
期
間
を
与
え
、
一

定
期
間
内
で
あ
れ
ば
契
約
を

無
条
件
に
や
め
る
こ
と
が
で

き
る
制
度

問合せ　秘書広報課   
　　　　 始５５７―７４９７

……………

……

……

*
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（
仮
移
転
の
期
間
は
、
平
成
　
年
度

26

末
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

　
な
お
、
郵
便
番
号
や
電
話
番
号

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
府
中
都
税
支
所

　
　
　
　
始
3
6
4
―
2
2
8
8

２
月
　
日
～
５
月
　
日
　

１５

３１

緑
の
募
金
に
ご
協
力
　

く
だ
さ
い

　
緑
の
募
金
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
参
加
す
る
緑
化
運
動
で
す
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
東
京
都
の
緑
化
推
進
や
森
林

の
整
備
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
募
金
の
一
部
で
公
共

施
設
に
植
樹
を
し
て
い
ま
す
。

募
金
窓
口
　
建
設
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
６
５
９

都
営
住
宅
・
町
営
住
宅

入
居
者

【
都
営
住
宅
の
募
集
内
容
】

　
▼
家
族
向
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
）

　
▼
単
身
者
向
・
単
身
者
用
車
い

す
使
用
者
向
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

　
▼
事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住
宅

【
町
営
住
宅
の
募
集
内
容
】

　
▼
家
族
向
　
２
戸

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布

期
　
間
　
２
月
１
日
月
～
　
日
水

１０

場
所
・
時
間

　
▼
管
財
課

　
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

　
▼
武
蔵
野
・
元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
　（
　
日
水
は
除
き
ま
す
）

１０

問
合
せ
　
管
財
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
４
８
６

下
水
道
モ
ニ
タ
ー

資
　
格
　

　
平
成
　
年
4
月
1
日
現
在
満
　

22

20

歳
以
上
で
都
内
在
住
の
方
（
公

務
員
、
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
た
方
、
島
し
ょ
在
住
の
方

は
除
き
ま
す
）
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
と
Ｅ
メ
ー
ル
の

送
受
信
が
で
き
る
方

内
　
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
施

　
　
　
　
設
見
学
会
へ
の
参
加
等

任
　
期
　
4
月
1
日
か
ら

１
年
間

定
　
員
　
1
0
0
0
名

程
度

申
込
み

　
東
京
都
下
水
道
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
の
上
、
2
月
　
日
金

26

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
東
京
都
 下
水
道
局
 広

　
　
　
　
 報
サ
ー
ビ
ス
課

　
始
　
（
5
3
2
0
）
6
5
1
1

03

　
西
多
摩
地
域
共
催
消
費
生
活
講
座

知
っ
て
ま
す
か
？
　
　

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
　
　

～
バ
タ
ー
作
り
に
も
挑
戦
～

　　
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸

の
含
有
量
が
少
な
い
と
さ
れ
る
バ

タ
ー
作
り
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
2
月
　
日
金

19

　
　
　
　
午
後
1
時
　
分
～
4
時

30

場
　
所
　
福
生
市
民
会
館
調
理
室

主
　
催
　
西
多
摩
地
域
消
費
者
行

政
事
務
連
絡
会
・
東
京

都
多
摩
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

定
　
員
　
　
名
（
先
着
順
）

20

費
　
用
　
1
0
0
円

講
　
師
　
福
岡
 ひ
と
み
さ
ん
（
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教

育
研
究
会
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
み
　
2
月
3
日
水
か
ら
福
生

市
地
域
振
興
課
へ

　
　
　
　
始
5
5
1
―
1
6
9
9

弁
護
士
会
多
摩
支
部
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

　
借
地
・
借
家
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

遺
言
・
相
続
、
離
婚
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
の
返
済
な
ど
の
法
律

問
題
で
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
に

弁
護
士
が
直
接
応
じ
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
　
日
土

２７

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
　
所
　
町
民
会
館
１
階
会
議
室

申
込
み
　
２
月
１
日
月
か
ら
　
日
２４

　
　
　
　
水
の
午
前
９
時
　
分
か

３０

　
　
　
　
ら
午
後
５
時
ま
で（
平
日

　
　
　
　
の
み
）に
電
話
で
東
京
弁

　
　
　
　
護
士
会
多
摩
支
部
へ

　
　
　
　
始
５
４
８
―
３
８
０
０

瑞
穂
町
功
労
者
表
彰

（
文
化
表
彰
）

　　
１
月
９
日
、
町
民
会
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
次
の
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
文
化
表
彰
】

功
績
　
文
化
財
保
護

〔
団
体
〕

　
殿
ヶ
谷
囃
子
連

　
箱
根
ヶ
崎
囃
子
連

　
長
岡
は
や
し
連

　
高
根
囃
子
保
存
会

住民基本台帳カード（公的個人認証）について
　公的個人認証は、3年で期限が切れます。税申告等で使用する際にはご確認をお願いします。
問合せ　住民課　始５57―7548

ホームページアドレス　
http://www.gesui.metro.tokyo.jp/

▲前列後列とも左から殿ヶ谷囃子連、箱根ヶ崎囃子連、長岡
はやし連、高根囃子保存会

募
集

お
め
で
と
う

▲昨年の六道山での植樹の様子
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ふれあいさんぽ

ふれあいさんぽ

PHOTO NEWS!

ふれあいさんぽ

ふれあいさんぽ

ふれあいさんぽふれあいさんぽふれあいさんぽ

PHOTO NEWS!PHOTO NEWS!PHOTO NEWS!

ふれあいさんぽ

▲耕心館多目的ホールにて

　箱根ケ崎の円福寺で、恒例のだるま市
が行われ、たくさんの方が訪れました。

　瑞穂町消防団による出初式が行われ、閲
団や機械器具点検、ポンプ操法など日ごろ
の訓練の成果を披露しました。

　文化財保護審議会神山副会長を講師に迎え、多く
の方が参加し、歴史上の人物と町の関わりについて
触れました。

１月１７日 郷土歴史講演会
１月１８日
だるま市

１月１０日
出初式

　過去最多の１０２チームが参加しました。瑞穂農芸高校の生徒
に加え、初めてボーイスカウトのボランティア参加がありまし
た。

１月１７日 駅伝競走大会

▲旭が丘町内会の２区から５区のたすきをつないだ四つ子のランナー
▲ゴール目前のデッドヒート

撮
影
協
力
  み
ず
ほ
写
友
会
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ふれあいさんぽ

ふれあいさんぽ

PHOTO NEWS!

ふれあいさんぽ

　今年は１０６名の参加がありました。天気にも恵ま
れ、皆さん、気持ち良さそうに歩いていました。

▲お伊勢山遊歩道で富士山をバックに

　小学４年生から６年生１２０名が、スキー教室で
長野県に行きました。

▲みるみる上達していく子どもたち

１月４日～６日小学生スキー教室

１月１日
新年歩こう会

ふれあいさんぽ

ふれあいさんぽ

PHOTO NEWS!

ふれあいさんぽ

　今年は、町で３８１名が成人を迎えました。式典には、２７５名
が集まり、誇らしげな表情を見せてくれました。

　式典では新成人を代表して吉岡 佑太さん（右）、中澤 
りょうさん（左）が意見発表を、岩﨑 雅史さんが謝辞を述
べました。

１月１０日 成人式
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